




Effect of Verbal Communication on the Perception of  
Workers with Intellectual Disabilities by University Students  
in the Department of Social Work: 



















































結果」（厚生労働省,	2019）から、雇用される身体障害者の 57.3％以上が 45 歳以上であるのに対



















































































































































障害者就労支援機関からの許可を得て 2 次的に分析した。受講生は、2017 年度 14 名、2018 年度







　学生は 5～7 名ごとに、2～3 週に分かれて余暇支援事業に参加し、担当教員が必ず同行した。
　当日の流れは、18：30から支援機関の職員による機関の役割や機能等について説明を受け、実
際の交流は 19 時から 20 時までの約 1 時間参加した。なお、障害者との交流を目的としており、
学生同士が集合することを防ぐために、複数の障害者に対して学生1名の配置になるよう、教員
表 1　講業概要の一覧
























































































































































































































































































による変化─」『関西福祉大学社会福祉学部研究紀要』第 14 巻第 2 号，pp.31-40。
木浪冨美子・小川徳子（2012）「大学生における精神障害のとらえ方Ⅴ─実習前に精神障害者と出会うことによる効果の











者に対する印象と実習からの学び」『秋田大学医学部保健学科紀要』第 12 巻第 1 号，pp.37-47。
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